
　鳥海ダム工事事務所では、鳥海ダム建設事業に関する環境影響評価について、「鳥海ダム環

境影響評価技術検討委員会」を設立し、学識者等からの技術的助言を踏まえて、環境影響評価

の手続きを進めています。

　この度、第１０回鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会を下記のとおり開催いたします。

： 平成３０年１０月２２日（月）　１４：００～１６：００

（受付　１３：３０～　）

： 鳥海ダム工事事務所　会議室

住所：秋田県由利本荘市水林408番地（別紙-1）

電話：0184-23-5120（代表）

： 次第（別紙-2）のとおり

： 別紙-3のとおり

： 一般傍聴席と報道関係者席を用意しております。

（用意した席数を超えた場合は抽選とさせていただきます）

傍聴を希望される方は開会10分前までに受付を済ませて下さい。

： これまでの環境影響評価の手続きは、別紙-4のとおり

東北地方整備局　鳥海ダム工事事務所

住所：秋田県由利本荘市水林408

電話：0184(23)5120（代表）　FAX：0184(23)5451
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第１０回　鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会を開催

＜ 発表記者会 ＞

   秋田県政記者会、秋田魁新報社本荘支局、読売新聞東京本社由利本荘通信部
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国土交通省 東北地方整備局

平 成 30 年 10 月 17 日

記 者 発 表 資 料

１．日　　時

５．傍聴人席

２．場　　所

３．内　　容

４．委員名簿



別紙-１ 

 

 
 

鳥海ダム工事事務所へのアクセス 

 
 

住所：秋田県由利本荘市水林 408 番地 
    電話： 0184-23-5120（代表） 
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別紙-２

日時： 平成３０年１０月２２日（月）

　１４：００～１６：００

場所： 鳥海ダム工事事務所

会議室

司会： 鳥海ダム工事事務所

副所長

１．開会　

２．鳥海ダム工事事務所長　挨拶

（鳥海ダム工事事務所長　長内　伸夫）

３．鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会　委員長　挨拶

（秋田大学 名誉教授　小笠原　暠）

４．鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会 設置要領の改正について

５．議事

（１）鳥海ダム環境モニタリング調査計画（案）について

（２）植物移植計画（案）について

（３）今後の委員会の予定について

６．閉会

　次　  第　

第10回 鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会



別紙－３

※５０音順、敬称略

※備考は本委員会における助言担当分野
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